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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第12期

第１四半期連結
累計期間

第13期
第１四半期連結
累計期間

第12期

会計期間

自平成25年
　４月１日
至平成25年
　６月30日

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　６月30日

自平成25年
　４月１日
至平成26年
　３月31日

売上高 百万円 161,231 152,932 651,954

経常利益 百万円 922 177 4,388

四半期（当期）純利益 百万円 469 0 2,435

四半期包括利益又は包

括利益
百万円 455 201 2,655

純資産額 百万円 48,881 51,334 51,041

総資産額 百万円 216,371 206,296 221,202

１株当たり四半期

（当期）純利益金額
円 6.09 0.00 31.60

潜在株式調整後１株当

たり四半期（当期）純

利益金額

円 － － －

自己資本比率 ％ 22.6 24.9 23.1

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記

載しておりません。

２．売上高には消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または、締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当社グループにおける財政状態および経営成績の分析は、次のとおりであります。

 文中の将来に関する事項については、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであ

ります。
 

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日本銀行による金融政策により、企

業業績の改善や雇用情勢の持ち直しが見られるものの、消費税増税にともなう駆け込み需要の反動が一部で見られ

るなど、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

　このような経営環境の中、当社グループは国内および海外事業において引き続き積極的な営業活動を推進すると

ともに、物流、間接機能の集約と生産性向上に向けた構造改革を推進してまいりました。

　国内事業における営業戦略として、小売業様の売場におけるインストアシェアの拡大を目指し、マス広告と店頭

販売の効果的な連動による店頭活性化提案を推進し、また成長拡大が続いているシニア市場へ向けた商品拡充、

ネット販売へ商品提案や物流体制の整備をおこなうとともに、あらたグループの販売力、ネットワークを活かした

商品開発の強化として、平成26年4月に営業本部内に商品開発部を新設し、商品力のあるナショナルブランドに匹

敵する商品を開発することにより、アドグッドをあらたブランドとして成長させてまいりました。

　海外事業においては、あらたグループ各社と連動し、卸事業にこだわらず現地で必要とされる事業形態を検討し

てまいりました。

　生産性の向上では、人件費および物流関連経費の削減を図るとともに、物流体制の整備として平成27年３月稼動

に向けて、東北地区に北上センターの新設準備を進めてまいりました。また、間接業務においては事務センターと

仕入センターを一箇所に集約するための業務軽装備化の推進を図ってまいりました。

　以上のような営業活動と生産性向上を目指すとともに将来に向けた設備投資を行うことにより、業務体制を整備

し、収益性、安定性の強化に努めてまいりましたが、消費税増税による駆け込み需要の反動による売上低迷、それ

にともない売上総利益が大幅に減少し、加えて株式会社白元の民事再生による貸倒引当金繰入の増加により営業利

益、経常利益および四半期純利益が減少いたしました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は152,932百万円（前年同期5.1％減）、営業利益は180

百万円（前年同期80.2％減）、経常利益は177百万円（前年同期80.8％減）、四半期純利益は0百万円（前年同期

100.0％減）となりました。

　なお、消費税増税による売上高の増減を平準化し、および一過性である株式会社白元の民事再生による影響を除

いた平成26年１月から平成26年６月までの経営状況は売上高、営業利益、経常利益とも前期を上回る数値で推移し

収益性は向上しております。

　引き続き平成26年５月13日に発表いたしました中期経営計画（平成27年３月期から平成29年３月期）に基づき事

業戦略を推進し企業価値向上に向けて活動してまいります。

 

　当第１四半期連結会計期間末の資産合計は206,296百万円となり、前連結会計年度末と比較して14,905百万円減

少となりました。

　資産の部では、流動資産は142,146百万円となり、前連結会計年度末と比較して15,868百万円減少となりまし

た。

　これは主に受取手形及び売掛金が11,049百万円、商品及び製品が1,994百万円減少したことによるものでありま

す。

　固定資産は64,149百万円となり、前連結会計年度末と比較して963百万円増加となりました。

　これは主にその他に含まれている建設仮勘定が1,721百万円、貸倒引当金が472百万円増加し、繰延税金資産が

397百万円減少したことによるものであります。

　負債の部では、流動負債は109,272百万円となり、前連結会計年度末と比較して13,637百万円減少となりまし

た。

　これは主に支払手形及び買掛金が6,314百万円、短期借入金が7,354百万減少したことによるものであります。

　固定負債は45,689百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,560百万円減少となりました。

　これは主に社債が2,000百万円増加し、長期借入金が2,104百万円、退職給付に係る負債1,285百万円が減少した

ことによるものであります。

　純資産の部は51,334百万円となり、前連結会計年度末と比較して292百万円増加となり、自己資本比率は24.9％

となりました。
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　セグメントの業績につきましては、当社グループは、日用雑貨・化粧品等の卸売業を主たる事業とする単一セグ

メントであるため記載を省略しておりますので、カテゴリー別および業態別の売上実績につきましては、以下に記

載いたします。
 
カテゴリー別売上実績

　　　　当第１四半期連結累計期間におけるカテゴリー別売上実績は、次のとおりであります。

 （単位：百万円）
 

カテゴリー 主要商品
当第１四半期連結累計期間  

自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

前年同期比

   ％

Health & Beauty
化粧品・装粧品・石鹸・入浴剤・

オーラルケア
43,063 94.7

トイレタリー

衣料用洗剤・台所用洗剤・食器用

洗剤・住居用洗剤・芳香剤・防虫

剤・殺虫剤・乾電池・記録メディ

ア・照明用品・電気応用品・ＯＡ

用品・文具・食品・カー用品

43,813 93.9

紙製品
家庭紙・紙おむつ・ベビー用品・

衛生用品・生理用品
29,574 93.2

家庭用品
台所用雑貨・住居用雑貨・生活用

雑貨・レジャー用品・園芸用品
10,691 98.2

ペット用品・その他 ペット用品・その他 25,789 97.4

合計 152,932 94.9

 

業態別売上実績

　当第１四半期連結累計期間における業態別売上実績は、次のとおりであります。

（単位：百万円）
 

業態
当第１四半期連結累計期間  

自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

前年同期比

  ％

ドラッグストア 70,129 97.3

ホームセンター 27,756 89.6

ＳＭ 15,869 93.0

ＧＭＳ 11,691 96.1

ＣＶＳ 2,437 103.0

その他 25,048 94.3

合計 152,932 94.9
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。
 
(3）研究開発活動

　該当事項はありません。
 
(4）主要な設備

　前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第

１四半期連結累計期間に著しい変更はありません。
 
(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありま

せん。
 
(6) 経営者の問題意識と今後の方針

当第１四半期連結累計期間において、経営者の問題意識と今後の方針について、重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 79,301,124 79,301,124
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何

ら限定のない

当社における

標準となる株

式であり、単

元株式数は

1,000株であり

ます。

計 79,301,124 79,301,124 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減
額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成26年４月１日～

　　平成26年６月30日
－ 79,301,124 － 5,000 － 28,280

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　2,218,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　76,838,000 76,838 －

単元未満株式 普通株式　　　245,124 － －

発行済株式総数 79,301,124 － －

総株主の議決権 － 76,838 －

 （注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株含まれております。

 また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれております。

２．「単元未満株式」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が500株、当社所有の自己株式が656株含まれてお

　　ります。

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社あらた
千葉県船橋市海神町

南一丁目1389番地
2,218,000 － 2,218,000 2.80

計 － 2,218,000 － 2,218,000 2.80

（注）当社は、平成26年７月14日付で、本店所在地を東京都江東区東陽６丁目３番２号に移転しております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,965 14,227

受取手形及び売掛金 ※２ 89,542 ※２ 78,493

商品及び製品 30,981 28,987

繰延税金資産 790 843

その他 25,790 19,765

貸倒引当金 △53 △169

流動資産合計 158,015 142,146

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 19,828 19,551

土地 19,853 19,853

その他（純額） 9,090 10,515

有形固定資産合計 48,772 49,920

無形固定資産   

のれん 1,093 985

その他 3,196 3,204

無形固定資産合計 4,289 4,190

投資その他の資産   

投資有価証券 6,631 6,950

繰延税金資産 541 143

その他 3,031 3,497

貸倒引当金 △79 △551

投資その他の資産合計 10,124 10,039

固定資産合計 63,186 64,149

資産合計 221,202 206,296
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 69,039 62,724

短期借入金 36,155 28,800

未払法人税等 735 438

賞与引当金 1,408 849

その他 15,572 16,459

流動負債合計 122,910 109,272

固定負債   

社債 1,500 3,500

長期借入金 33,217 31,112

退職給付に係る負債 6,589 5,304

その他 5,943 5,772

固定負債合計 47,250 45,689

負債合計 170,161 154,962

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 23,083 23,083

利益剰余金 22,524 22,617

自己株式 △713 △714

株主資本合計 49,894 49,986

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,132 1,337

為替換算調整勘定 31 23

退職給付に係る調整累計額 △41 △30

その他の包括利益累計額合計 1,122 1,330

少数株主持分 24 17

純資産合計 51,041 51,334

負債純資産合計 221,202 206,296
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 161,231 152,932

売上原価 144,933 137,077

売上総利益 16,297 15,854

販売費及び一般管理費 15,385 15,673

営業利益 912 180

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 42 47

業務受託手数料 68 67

その他 163 138

営業外収益合計 276 255

営業外費用   

支払利息 175 174

その他 90 84

営業外費用合計 265 259

経常利益 922 177

特別利益   

固定資産売却益 72 0

特別利益合計 72 0

特別損失   

固定資産売却損 28 －

固定資産除却損 1 0

特別損失合計 29 0

税金等調整前四半期純利益 965 177

法人税、住民税及び事業税 263 397

法人税等調整額 230 △214

法人税等合計 494 183

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
470 △5

少数株主利益又は少数株主損失（△） 1 △5

四半期純利益 469 0
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
470 △5

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △22 204

為替換算調整勘定 7 △7

退職給付に係る調整額 － 9

その他の包括利益合計 △15 206

四半期包括利益 455 201

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 454 206

少数株主に係る四半期包括利益 1 △5

 

EDINET提出書類

株式会社あらた(E02947)

四半期報告書

14/21



【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）および「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。

以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文および退職給付適用指針第67項本文に

掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務および勤務費用の計算方法を見

直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定

方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間および支払見

込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１

四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務および勤務費用の計算方法の変更にともなう影響額を利益

剰余金に加減しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が1,341百万円および繰延税金資産が478百

万円それぞれ減少し、利益剰余金が863百万円増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益および税金等調整前四半期純利益は、それぞれ10百万円減少しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

 １．受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成26年６月30日）

受取手形割引高 232百万円 229百万円

 

※２．当社は、売上債権流動化を行っております。売上債権流動化にかかる金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成26年６月30日）

売掛金譲渡金額 28,015百万円 26,278百万円

債権譲渡に係る未収入金 2,895 4,338

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間にかかる四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間にかかる減価償却費（のれんを除く無形固定資産にかかる償却費を含む。）およびのれんの償却

額は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

減価償却費 841百万円 1,015百万円

のれんの償却額 107 107
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１．配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月28日

定時株主総会
普通株式 616 8 平成25年３月31日 平成25年6月29日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 770 10 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

　当社グループは、日用雑貨・化粧品等の卸売業を主たる事業とする単一セグメントであるため、記載を省略

しております。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 6円9銭 0円0銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 469 0

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 469 0

普通株式の期中平均株式数（千株） 77,090 77,082

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成26年８月６日

株式会社あらた

取締役会　御中

 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 由水　雅人　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 戸津　禎介　　印

 
　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あら

たの平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２６年４月１日

から平成２６年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２６年４月１日から平成２６年６月３０日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

 
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あらた及び連結子会社の平成２６年６月３０日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。
 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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